
2025年度第2回都道府県がん診療連携拠点病院がん登録部会
ならびに都道府県がん登録担当者連絡会

日時：2025年12月10日（水）13：30～15：30
開催方法：Web会議
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1 ，がん登録研修会・認定制度

改訂の趣旨

• 研修をより受講しやすく、研修機会を増加させる

• 都道府県がん登録室実務者にも認定試験を奨励する

• 認定試験の合格ラインは維持し、精度の維持向上を図る

• 全国がん登録届出病院および指定診療所向け説明動画を新設

• 分析研修や安全管理管理者向けの研修を拡充
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• 研修のモジュール化により、がん登録に必要な知識を明確化する

• 継続学習の推進のため、ポイント制を認定更新試験受験要件に導入

＜2026年度より＞

＜2027年度以降より＞



1 ，がん登録研修会・認定制度

研修を受講しやすく、研修機会の増加と継続学習の推進

現状 2026年度
全国がん登録
e-learning研修

実施期間が前期と後期に分かれており、そ
れぞれ申し込みが必要

随時の申し込み通年で受講可能

中級研修 ＜通常枠＞
①前年度までに初級認定者になっている者
②院内がん登録実務2年以上の経験又は
1000例以上の登録経験
③施設長推薦
受講前の選考試験合格者

＜一般枠＞
①前年度までに初級認定者になっている者
②院内がん登録実務2年以上の経験又は1000例以
上の登録経験（全国がんも受講可能）
③施設長推薦
受講前の選考試験廃止

認定者研修
申込期間 7/17-8/1
研修実施期間 9/1-9/30

継続研修に名称変更
申込期間の延長 5月～9月
研修実施期間の延長 6月～9月

認定更新試験
受験要件

当該年度の認定者研修を受講した者 当該年度の継続研修を受講
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2026年度…全国がん都道府県e-learning研修の通年化、都道府県がん登録室実務者の認定奨励
2027年度…モジュール研修開始、認定更新試験の受験要件をポイント制に移行



1 -1，がん登録研修会・認定制度

安全管理、分析など管理者向けの研修を拡充

現状 今後

全国がん登録管理者向け安全管理措置

院内がん登録基礎研修
品質管理

モジュール研修へ移行検討

院内がん登録応用研修
自施設のデータの分析

分析研修（院内がん登録：単施設）
自施設のデータの分析
データの解釈

分析研修（院内がん登録：都道府県、医療圏単位）
県内のデータの分析
データの解釈

分析研修（全国がん登録：標準集計表）
標準集計表からグラフを作成
データの解釈

分析研修（全国がん登録：研究目的データ）
研究目的データから、表、グラフを作成
データの解釈 4



1 ，がん登録研修会・認定制度

がん登録研修の体系図＜現在＞
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病院等実務者 都道府県実務者・行政担当者

自主学習

初級認定試験

合格

初級認定者

中級研修

データ分析研修
（基礎・応用）

中級認定者

中級認定試験

不合格

合格不合格

都道府県実務者
前期研修

初級認定者研修

中級認定更新試験

中級認定者研修

初級認定更新試験

都道府県行政担当者
前期研修

都道府県実務者
後期研修

都道府県行政担当者
後期研修

※4年に１度の更新が必要
※更新試験受験年の認定者研
修を受講していること

※4年に１度の更新が必要
※更新試験受験年の認定者研
修を受講していること

中級(小児)研修

中級(小児)認定者

中級(小児)認定試験

合格不合格

中級(小児)認定更新試験

中級(小児)認定者研修

※4年に１度の更新が必要
※更新試験受験年の認定者研
修を受講していること

※ホームページにて研修資料提供



1 ，がん登録研修会・認定制度

がん登録研修の体系図＜検討中＞
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モジュール案

M0: 全国がん登録届出病院および指定診療所向け

M1: がん概論とがん対策

M10: がん登録実務

M11: がん登録システム

M2: がん登録の法的根拠

M9: 多重がんルール

M4: がん登録概論

M5: がん登録項目

M6: 分類とコーディング

M3: 安全管理措置

M7: がんの病期分類

M8: 小児がん登録

M14: データ利活用

M13: 予後情報

M12: データ品質管理

M16: がん登録継続研修

M15: データの分析とプレゼンテーション

初級認定者

中級認定者

中級(小児)認定者

初級認定試験

中級認定試験

初級
相当

中級
相当

専門
研修

中級(小児)認定試験

共
通

病
院
等
実
務
者
向
け

都
道
府
県
実
務
者
向
け

行
政
担
当
者
向
け
他

役割によってどの研修を受
講すればよいか明確化レベル

継続

初級認定更新試験

中級認定更新試験

中級（小児）認定更新試験

※4年に１度の更新が必要
※モジュール研修受講を更新
試験受験要件に

※4年に１度の更新が必要
※モジュール研修受講を更新
試験受験要件に

※4年に１度の更新が必要
※モジュール研修受講を更新
試験受験要件に



2 ，2026年度の年間予定計画

会議、研修、試験
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区分 内容 時期（2026年度案） 備考

会議 都道府県がん登録部会および
都道府県がん登録室連絡会

5月、12月 2025年度は6月、12月

標準化委員会 11月、２月

研修 中級研修 6月－7月、8月－9月 2025年度と同様

小児がん研修 9月－12月 2025年度と同様

継続研修 6月－9月 2025年度9月
開催時期長期化

分析研修 6月、7月、9月、10月 2025年度より増加

全国がんe-learning 6月－３月 2025年度は前期・後期
オンライン研修はe-learningに移行

試験 初級認定試験 10月 2025年度と同様

中級認定試験 ８月、10月 2025年度と同様

小児認定試験 １月 2025年度と同様

更新試験（初級、中級、小児） 11月 小児更新試験を追加



2 ，2026年度の年間予定計画

院内がん症例集計データ提出
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区分 内容 時期（2026年度案） 備考

病院等 院内がん登録症例集計（2025年症例） ７－８月、９月 2025年度と
同様

院内がん登録予後情報付集計
（2014年10年予後、2016年5年予後）

７－８月、９月 2016年5年予
後が復活
提出時期は
2025年度と
同様

• がん登録部会での周知依頼
• 院内がん登録支援サイトホームページ掲載
• 施設の院内がん登録担当者へのメール（拠点）
• 実務認定者へのメール（拠点外）

現在

院内がん登録症例集計データの都道府県のがん対策のためのフィードバックがはじまり、重要性が増してきた
ため、データ提出の周知を向上させる。
各都道府県からの提出促進の声がけをお願いします。

• がん登録部会での周知依頼
• がん情報サービスホームページ掲載（追加）
• 院内がん登録支援サイトホームページ掲載
• 施設の院内がん登録担当者へのメール（拠点）
• 実務認定者へのメール（拠点外）

来年度



2 ，2026年度の年間予定計画

都道府県がん登録業務（案）
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区分 内容 時期（2026年度案） 備考

都道府県
がん登録業務

住所異動調査（2024年症例） ５－７月 2025年6-8月より
早期化

遡り調査（2024年症例） ８－10月 2025年9-10月よ
り早期化

年次確定予定 10月 2025年11月より
早期化

都道府県集約締切（2025年症例） 2027年1月 2026年2月より
早期化

2025年度は2年分を処理していただいたが、2026年度は都道府県がん登録業務は1年分の
処理に戻る。

2024年診断症例の都道府県集約締切は2026年2月です。
並行して全国照合を進めておりますので、早めに都道府県集約を進めてください。



３，全国がん登録届出のWEBフォーム化

• AEM Formsサポート切れによりPDFファイルでの届出は終了予定

• セキュリティ水準を担保した代替手段としてGTOL上のWEBフォーム
への直接入力方式を採用

→ 医療機関側の届出作業負荷を一段階軽減

→ 従来のCSVファイル添付方式による届出も利用可能

→ VPN接続用のクライアントツールに暗号化・復号化機能を追加

→ 都道府県－医療機関間の安全なファイル授受が可能に
（20条提供データも含む）

• 2026年1月リリース予定

• 2026年3月末までは移行期として、従来方式と新方式のどちらでも
届出可能とし、2026年4月以降は新方式に統一
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３，全国がん登録届出のWEBフォーム化

届出票入力画面

11
右へ続く



３，全国がん登録届出のWEBフォーム化

届出票エラーチェックと下書き保存
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入力時、保存時のエラーチェック 届出票の下書き保存可能



３，全国がん登録届出のWEBフォーム化

csv形式の届出と遡り調査票
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csv形式の届出 遡り調査票



4，2026年診断症例からのルール変更

乳癌の浸潤性乳管癌の亜分類
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乳癌取扱い規約第19版（２０２５年6月発行）で浸潤性乳管癌の組織型の
亜分類が見直されたため、2026年診断症例から浸潤性乳管癌の6桁
目は、亜分類ではなく、病理学的グレード分類を反映することとする。
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乳癌取扱い規約第19版

（２０２５年6月発行）

乳癌取扱い規約第18版

（２０18年5月発行）

8500/3

8500/31

8500/32

8500/33

8500/3

コード 6桁目分化度

1 異型度I 高分化 GrageI Well differentiated

2 異型度II 中分化 GrageI Moderately differentiated

3 異型度III 低分化 GrageI Poorly differentiated

4 異型度IV 未分化 GrageI Undifferentiated

9 未決定、未記載、適用外 Not determined, not stated or not applicable

6桁目に異型度
の情報を反映
させる

6桁目を浸潤性
乳管癌の亜分類
に使用していた
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（参考）乳癌浸潤性乳管癌のグレード分類 乳癌取扱い規約第19版



4，2026年診断症例からのルール変更

肝癌取扱い規約第7版
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• 2026年診断症例から[550]肝癌の病期は肝癌取扱い規約第7版準拠で登録する。



4，2026年診断症例からのルール変更

扁平上皮癌のHPV陽性の形態コード
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• Squamous cell carcinoma, HPV positive 8085/3ならびにSquamous cell 

carcinoma, HPV negative 8086/3の形態コードを2022年診断症例以降不採用にしてい

たが、2026年診断症例から制限を設けない。HPV検査が行われていない場合、８０７０等を使用

する。

• HPV検査がおこなわれており、かつ、Keratinizing ｓｃｃ等詳細な情報が含まれる場合、 HPV

検査結果を反映した8085/3または8086/3を優先し、詳細な情報は病理組織診断テキストに

入力する。

Squamous cell carcinoma, HPV positive 「 8085/3 _」
Squamous cell carcinoma, HPV negative 「 8086/3 _」

• 原発不明頭頚部癌の付加因子は、これまで通り、該当分類決定のために、ウイルス感染検査の詳細

を記録する。
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TUR-BT 内視鏡的治療

TUR-BO 内視鏡的治療

腫瘍を一塊に切除するため、より正確
な病理診断（腫瘍深達度、腫瘍断端陰性
判定）が期待できることから、pTを評
価してよい

4，2026年診断症例からのルール変更

膀胱がんのTUR-BO



5，今後のがん登録ルール検討
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時期 2026年（R８） 2027年（R９） 2028年（R１０） 2029年（R１１）

SEER多重がんルー
ル2025年版

多重がんルール研修
（予定）

院内がん登録への
導入

UICCTNM9版
（院内がん登録）

TNM９版日本語版出
版？
院内がんプログラム
改修

TNM９版の研修 院内がん登録への
導入

UICCTNM9版
（全国がん登録）

全国がんプログラム
仕様策定

全国がんプログラム
改修
TNM９版の研修

TNM９版の研修 全国がん登録への
導入

ICD-O-4 （院内・全国）仕様策
定

（院内・全国）プログ
ラム改修

ICD-O-4の研修 収集開始
（院内・全国）

ICD11 全国がんプログラム
仕様策定

全国がんプログラム
改修

2027年死亡票の
受領
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国際疾病分類 腫瘍学 第3版（ICD-O-3）
WHO/IARCより2019年に最新版刊行（3.2）

例: C34.1    8070/33
低分化型扁平上皮癌肺上葉

1. 局在コード 2. 形態コード

C
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国際疾病分類 腫瘍学 第4版（ICD-O-4）
WHO/IARCより2025年に刊行予定

例: C49.31    89001/33
TFCP2再配列を伴う横紋筋肉腫胸郭の結合組織

1. 局在コード 2. 形態コード

C



新版は、画像診断技術、腫
瘍生物学、患者ケアの進歩
を反映し、がんの病期を記
述・分類するための最新の
国際的に合意された基準を
提供する。
改訂された基準と新たな分
類により、世界中でより正確
で個別化されたがん治療を
支援する。

主な変更点
1.HPV関連中咽頭癌の新たな病期分類：
特有の病態と予後をより適切に反映

2.唾液腺癌および鼻咽頭癌の改訂基準：
画像診断と解剖学的特徴の更新に基づく

3.T3分類がより大きい肛門管腫瘍：予後不
良のため病期を高く設定

4.髄芽腫、皮膚リンパ腫、副甲状腺癌、副
腎髄質腫瘍、副腎外傍神経節腫瘍の新
たな分類

5.Essential TNMおよび小児がん病期分類に
関するセクションの改訂・更新
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TNM9

https://www.uicc.org/what-we-do/sharing-knowledge/tnm/essential-tnm
https://www.uicc.org/what-we-do/sharing-knowledge/tnm/essential-tnm
https://www.uicc.org/what-we-do/sharing-knowledge/tnm/essential-tnm


ICD-O-4：
2025年内に完成予定。ICD-11とは
違い、がん登録においては、大幅な
システム改修、データ移行、実務者
研修が必要。入念な準備をするが、
病理の現場での診断とICD-O-3の乖
離を放置しないように迅速に対応す
べき。

ICD-11：
2022年に既に完成、発効している。
日本においての、人口動態統計等
での利用は2～3年内と想定されて
いる。死亡者情報票がICD-11でコー
ディングされ次第、がん登録システム
で導入し、ICD-11での集計予定。

TNM9：
2025年に既に完成している。日本に
おいては、システム改修、データ移行、
実務者研修が必要で、こうした作業
に数年かかると見込まれる。
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日本での導入の予定
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